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資料  

「大村はま国語教室」における読書指導の軌跡  

1968年度卒業生の学習記録に基づく調査研究  

甲 斐 雄一郎   

1 調査目的   

大村はま氏が読書指導を研究テーマとして継続的な授業に取り組んだのは，1966年度から1970  

年度にかけてのことである。この間に行われた数十回に及ぶ多様な授業の多くは，その概略が  

『大村はま国語教室』（以下，全集）第8巻「読書生活指導の実際（二）」に掲載されている（1）。本  

資料は，このうち1968年度卒業生が在学中の三年間に体験した「単元『読書』」の学習内容を時  

系列に配列することによって，この単元の位置，系統を検討するための基礎資料としようとした  

ものである。   

この作業によって以下の二つのねらいが達成される可能性が期待される。   

一つは単元における諸活動相互の関連，系統と国語学習の時間における他の領域の指導との関  

連を見出すことである。単元「読書」は，読むことはもとより，書くこと，話すこと・聞くこと  

が総合的に折り込まれて遂行されている。したがってこれら諸活動と教科書教材を読むこと，読  

書生活記録の作成と書くこと，読書会と話すこと・聞くこと，等，それぞれの関連のあり方につ  

いて明らかにすることは，当時に比べて授業時数が実質的には約3割減となった今日の国語科に  

おける読昏指導を構想するうえでの手がかりになると考えられる。   

もう一つは読書指導を重視したとされる1969年版学習指導要領をめぐる新たな解釈の提出であ  

る。「単元『読書』」は1958年版の学習指導要領下で実践されたものであった。この指導要領中の  

指導事項の多くは大村氏の「単元『読書山において踏まえられ，大村氏自身も作成に関わった  

1969年版学習指導要領に引き継がれている。したがってこの単元は60年代から70年代にかけての  

読書指導史の資料としてのみならず，とくに1969年版学習指導要領における指導事項を再評価す  

る契機となるだろう。  

2 調査資料   

学習内容に関する主たる資料として，この三年間にわたって毎週ほぼ継続的に刊行された「国  

語教室通信」に掲載された学級別授業計画によることにし，鳴門教育大学附属図書館大村はま文  

庫所蔵の学習記録，読書生活記録，そして全集所収の大村氏自身の記録によって補足した。   

この間のすべての期間にわたる学習記録が比較的多く残されており，また各学年において研究  

授業の村象教室となったという条件で，一年次はA組，二年次はE組，三年次もE組の記録によ  

った。ただし一年次において補足が可能であったのは「全集」8巻の「昭和四十一年度単元陀売  
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書』（二十時間）指導のあらまし」にとどまる（2）。二年次においては4月8日（第1回）から12月  

6日（第120回）までを学習記録，1月22日（第139回）から2月17日（第158回）までは読書生  

活記録によって補足した。三年次については4月26日（第12回）から7月16日（第57回）の一部  

と7月1日（第49回）から12月2日（第111回）までの学習指導内容を学習記録によって補足し  

た。複数の記録をつきあわせても判明しなかった回の内容については空欄としている。  

3 資料の構成   

表は，学年ごとの授業回によって配列し，その回の日付，単元名，学習内容，そして週単位で  

配布される「国語教室通信」の記載事項（読書生活等に関わる指示，放送教材の題材等），またそ  

の週に行われた研究授業等の内容で構成した。   

単元名は「国語教室通信」等に記載されたものを主に用いた。この三年間，大村氏の勤務校で  

あった大田区立石川台中学校で採用していた教科書は光村図書出版のものであった。この教科書  

に即して実践された単元は※を付して示した。   

なお単元「読書」は東京教育大学の内地留学生を迎える月例実践研究授業でもあった。このた  

め「月々の学習は，一まとまりずつ離れていながら，全体として『単元 読書』であった」とい  

う。この事情を大村氏は次のように述べている（3）。  

年間，一つの読書指導の単元を一単元として，月に二，三時間ずつを予定し，その日取り  

は一定せず，月間のどこかにはさむことにした。読審指導以外の単元の学習を進めながら，  

大学側の都合で日取りが決まると，そのとき学習していることを中断して，そこにその月の  

読書指導の二，三時間を設けた。   

このように継続中の単元を中断して行われた場合は，読書単元を二列めに表示することにした。  

（参考）単元「読書」の構成，およびそのねらい  

「単元『読書山 を構成する授業には，以下のように⑨から⑳までの番号を付した。  

1年次1学期 ⑨準備  

（》読書の楽しみ  

②感想を育てる  

（卦夏休みの読書計画  

2学期 ④夏休みの読書日記から・二学期の読書計画  

（9感想を育てる  

⑥目次索引の活用  

3学期 ⑦目次・はしがき等を利用して本を探す・感想を育てる  

⑧もっといろいろな本を   

2年次1学期（む読書への関心・読書論を読む・読音ノート  

⑬目的によって適切な本を選ぶ（本を探す・選ぶ）  
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⑫本で本を読む（1）  

⑫いろいろな本の活用  

2学期 ⑬読書生活の記録・本を便って問題を解決する  

⑭書くために読む・読書論を読み，読書生活を考える  

⑮本で本を読む（2）・本へのいろいろの親しみ方  

3学期 ⑯読書会A・読書会B・読書会C  

⑰互いの読書生活の記録によって学ぶ・感想文集を読み合う   

3年次1学期 ⑬読書について識見を高める  

⑩批判的に読む（1ト主体的に読む  

⑳批判的に読む（2卜問題に対しての意見を求めて読む  

2学期 ㊨読書論を読む 識見を確かめる（読書について考える）  

⑳読書論を読む 識見を高める（読書について考える）  

⑳読んで作るクイズ 言売みを誘うクイズ（八 読みを誘う）   

大村氏は五年間に及んだ単元「読書」について，その内容を「おりおりの読書指導」の他に次  

の八種に分類している（4）。大村氏によれば「全集」第8巻「読書生活指導の実際（二）」第Ⅱ部を  

構成するにあたって「説明の重複を避けるため」の便宜によるものであるが，これらをわれわれ  

は読書生活指導の観点として考えることができるだろう。これらの項目に先の⑥～⑳を割り当て  

るならば以下のようになる。   

一 読書について考える －  ④・⑭・⑬・⑩・⑳・㊧・⑳  

二 本を探す・選ぶ －  ⑦・⑲  

三 読書の技術 － ⑥・⑪・⑮  

四 本の活用 －  ⑳・⑬・⑭  

五 感想を育てる －  ②・⑤・⑦・⑫  

六 読書生活の記録 －  ⑬  

七 読書会 －  ⑯  

八 読みを誘う  － ⑳   

付 おりおりの読書指導 － ⑨・③  

注  

（1）『大村はま国語教室』巻8「読書生活指導の実際（二）」1984年，筑摩書房  

（2）「昭和四十一年度 単元『読書』（二十時間）指導のあらまし」（前掲書）24－30頁  

（3）「帯単元『読書』の指導について」（前掲書）13－14頁  

（4）同上，14－15頁  
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66年鹿  1年A  組   学管内容  通信－その他   

408  山   －、自己紹介（目的■注意）  
す＝  1曹己録の準備  

412   （放送）「一年生のことばと生活」   

413  ヰ   学習準備（自己紹介、教科書の内容・活用法）   文学とは何か  

学  

418  7   学習記録調べ・自己紹介  2記録の確認  
菅 準  （放送）「自己紹介」   

備  ビョルンソン「日向丘の少女」   

10－1  1欠  

－、調査  3 学瞥記録しらぺ・読書相談  

425  12            ニ、テストの始末  （放送）応答のしかた  

三、教科暮について  

四、桔旬のてぴき   
426  13  ※  

も   4†己録確杜  

42丁  1ヰ  （放送）聞くことのたいせつさ   

の  ルメートル「鐘」   

見  

方  5プリント確耽  

を   （放送）確実な聞き取り   

練  読書日記  ヘッセ「少年の日の思い出」   

511  18   
⑥  作文の題材集め   

512  19   梧旬2（短文作り）   
513  20   拝句3（グループで調べる）   

措  6読書日妃・作文超材  
句  プリント確麗  

に  

つ  周はじめ「牧場の四季」  

統   
519  2ヰ  5月20日研究授業   

①  括し合いはこんなふうに   

520  25    耗暮（同上）   
523  28   テストについて・発表345  7記録確認・  

524  27   発表6789   読書日記・プリント確認  

525  28   発表10■1トまとめ   （放送）話し合いと会旛（2）  

526  29  テスト   

談話（中学生と作文・題材を持つことの暮さ）  8 冨己録のまとめ  

530  30  プリント確馳  

作 文           題材の発表        「作文にそえて」の暮き方  （放送）精し合いと会議（3）   

531  31   作文を暮く   シュトルム「みずうみ」  
¢01  32   作文   
60之  33  テスト批評   
803  34  スピーチ・放送   

808  35  配線とじる  9†己録捷出指示づリント確認  

807  38   （放送）司会のしかた   

■●：  37   洗む楽しみ2   宮沢■治「長の火」  
609  38   謙む来しみ3   
810  39  放送   

1本の紹介（指導者）   10 ニ冊日の学習記録瀾示  
謙  （放送）正しい発音  

613  40  マンスフィールド「園遊会」  
む 楽  

し  6月13日研究捜兼「感想を育てる」  
み   

815  ヰ2   捷む楽しみ6   
816  43   沈む楽しみ7   
¢17  44   統む楽しみ8   
818  45   生徒会誌をよむ   
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¢21  48一    研究仕上げ  11読書日記指示・掲示   
822  47  

※ め  

あ  
て  12 答えの処理について   

828  51   作文1   
に し  

630  53   作文3   
た が  

つ  13 学習記録提出   
て   

708  57   作文   
711  58  王休みの準備  川文体みの学習  
712  59  テスト評   （読書日把・題材集め等）  

1物語の朗読を聞き、続暮日記を書く。  
713  80   

15読書日妃用紙配布  
2王休みの謙暮計画  

8夏休みに読破するための「少し大きな木」の紹介   7月15日研究棟業  
読  

暮   2古事記物稽を聞き、読書日把を書く  
715  81  

賞間や意見を書く。各自の計画の検肘。  
4「沈んだ本・読んでいる本」の五行感想文に、  

てぴきによって書き継ぐ。   
ス  －、おみやげ1お枯2しおり  

902  62           ビ   

905  63   スピーチ1－3  16読書日記指示  
チ   （放送）ことばに関心を持とう  

907  65   臼宮虎彦「幼女の声」  
909  88   習字2   王休み読書反省・ニ学期読書計画線出   

習  17ニ学期の統暮書十画  
914  68   習字3   （放送）括闊をひろく  

字   シュ′くイツアー「黒人オイとムボの楷」  
919  70   菅平4  柑「読む兼しみ」について  
920  71   菅平5   （放送）おおぜいの前で持す   

921  72   習字6   葉紹釣「かかし」  
922  73  放送   
92¢  74   次時の準備   19練暮の時間の緒示  

続  （放送）進んで井関する   

927  75  芥川柵之介ー芋粥」  

④   3「ニ学期の読書計画」によって発表しあう。  
4めいめいの読暮計画を見直し、仕上げる。   9月27日研究授業  

928  78   挑む兼しみ1   「王休みの隷書日妃から」  

929  77  放送   

930  丁8   挑む楽しみ2   
1003  79   練む楽しさ2  20読書についての古人のことば  

1004  80   沈む楽しさ3   （放送）正確な報告  

1005  81  読む兼しさ4   

100¢  82  読む楽しさ5   

100丁  83   スピーチー放送   

1011  84   見の火  21記録饅出予告  
※  （放送）川場康成「伊豆の踊り子J   

漉  
む  之2作文の用材  

楽  （放送）感想発表   

し  ルグロ「ファーブル伝」  

さ  

1021  91   作文・超材のいろいろ   
1r古事記物偏」の「ヤタガラス」を聞いて書いた   23 記録最理予告  

1024  92  感想文に対して、感想、意見、疑問を暮きあう。   （放送）ことばによるスケッチ  

扶  漱石「三四郎」  

暮  

⑤  10月28日研究授業   

1028  95  1読書遇肌こちなみ、横棒を作る。  
2「且の火」の感想のてぴきによって、感想を書く。   

1031  24妃録提出  

1101   （放送）括感の違い   

1105  98  中間テスト   犬養健「姉弟と新蘭配達」  

1107  99  作  25文集予告  
文   
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1109  101  スピーチ・放送  犬養健「姉弟と新聞配達」（2）   

1110  102  テスト批評   

r‖1  103  復習   
‖1ヰ  104   28文集進度調整  

1115  105   文集   （放送）文学鑑井（2）  

1118  106   文♯   トルストイ  

文  「人にはどれだけの土地がいるか」  

集   

1122  110   文集   （放送）校内放送   

1124  111   文集   上田秋成「事応の鯉魚」  

1125  112   文♯   
1128  113  臼  28文集紹介  

と  （放送）校内放送（2）  

ぱ   ロマン・ロラン「ピエールとリューマ」  

1r週刊就暮人」で謙暮新聞のあらましを知る。  
2必要に迫られてまた、なにか調べるためにする  

1201  118   謙暮の面について考える。  1之月2日研究捜葉   

3目次・索引の活用のしかたを考える。  
洗 暮  

⑥  

考えを、目次や兼引を使って探してみる。  
1202  11丁  2「週刊捷暮人」を見て、統みたい本を探し  

r私の挑みたい本」に記入する。  
3「週刊練暮人」の必要なところを切り抜き、処理してみ   

1205  118  テスト  29文集特集委員  
1208  119  文集よむ   （放送）t拝   

1210  120  1索引の利用の練習   戸川幸夫「北へ帰る」  

1212  121  読  30把録提出予告  
暮  （放送）あいさつ   

⑥  林美典子「風琴と魚の町」   

1215  12ヰ  記録まとめ   
1216  125   

菅  31読書記録用紙  
放送  （放送）楽しいお稚会   

字   オー・ヘンリー「おまわりと書集歌J   

1221  1之8   習字8   
110  129  ※  32 三学期の予定   

組  

み  
立  33読書日妃・五行日記予告  

て   （放送）ことばの抑揚   

118  134   ルメートル「鐘J   

11g  135   昔の物抒2   
120  136  1読書ノート、本格的な読書記録について学ぶ。   

※  

昔  34題と辞し出し  

の   （放送）劇のことば（2）   

猪谷六合雄「書に生きる」  

諌 暮  

の学習の資料とする。   1月26日研究捜兼  
⑦  

む  
126  1ヰ1  得られるか、日次やはしがきを利用して、見当をつける。  

2「週刊誌暮人」の切り抜きをする凸   

12了  142  前時の続き   

130  143   昔の物措4  35スピーチ（評価の観点）  

131  14ヰ  スピーチ1   （放送）共通惜と方首   

201  145  スピーチ2   井伏鱒ニ「鹿根の上のサワン」  
202  148  放送・暮取テスト   

203  14丁   

個  86文♯作成計画  
207  149   作文2（自分の計画で）   （放送）共通陪と方音   

人 文  曽野綾子「海の御墓J  
♯   

210  152   作文5（自分の書十画で）   
213  153   作文6（個人文集捷出）  37文♯（仕上げ方）  
214  15ヰ    五行感想・詩句1（短文作り）   （放送）好適持と方首   

215  155   持句1B   サン・テグジュペリ「夜間飛行」  
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218  156   
21†  15了   語句（グルー訂   
220  158   精句（グループ研究）  38図書紹介  
221  159   読  け週刊謙暮人」によって読みたい本を探す。  （放送）新語・流行持  

暮   2読ませたい未を一人に一冊ずつ選んで与えた。  吉野源三郎「看たちはどう生きるか」   
請  

223  181   詩句（発表＃習）   
句   

227  163   指句（発表1・2）  39記録捷出予告  
228  164   梼句（発表3・4）   （放送）敬詔   

301  165   語句く発表5・6）   井上叶「あすなろ物情」  
303  188   学年末テスト   

306  188   読  枕書生活の記録から、本の紹介   40 朗扶余予告  

暮  私の膿みたい未・このごろ読んだ未、尭表   41文集「芽ぐむ」の完成・学習記録崩示   

308  167   括句（7■8）   
309  168  テスト批評   

310  
313   
314  
315   
318  17：l   朗読練習   

会   

322  175   朗読会   
324  17¢   朗読会   
87年鹿2年E   組   学習内容  通僧・その他   
408  山  一、学習目標発表「今年こそ、こんなふうにしたい一私の決心」    ヰ2一学期の予定  

410  2   －、赦科暮第一単元「心に残ることば」を読む  （放送）ニ年生のことばと生活  
ニ、発表「心に残っていることば」  ケストナー  

411  3   －、テープで自習（文法・品詞）   「わたしが子どもだったころJ  

412  4  －、書き取りテスト  
ニ、「ある日の学級会旛」を読む   

414  5  「ある日の学扱会♯」の研究   

「ある日の学級会離」の研究  
415  8  ー、発言の聞き分け方。  

※  

ー、提出軌こついて  43 学習記録  

l■－  （放送）自信をもって許す  

と  ケストナー  

ぱ  rわたしが子どもだったころ」   

を  
生  
か  

し   

424  12  （放送）聞き手を考えて  

ー、会議実習1  壷井栄「大根の葉J  
425  

議題クラブは一つ入る方がいいか、多く入る方がいいか  
－、読書新蘭を見る。「私の読みたい本」  4月28日研究授業  

・＝目的に合ったノート  
一之7  

読 暮 ⑨  

428   ニ、r大根の葉」を聞く前に  

三、目的に合ったノートをとろう  501  18    会議の実習2 ＃超 学級新聞発刊にあたって  ヰ5作文の題材  
502  17  －、■取テスト ニ、放送   （放送）積極的に聞く   

508  18  －、放送 ニ、ゲーム   ポー「うずまきJ  

－、決心のゆくえは（学習記録ヰようの感儒巨プリント読書t   購 ±瞥習報倭の書き方についての注意  

508  19   発言・暮き取り）  （放送）轄の冊き分け方  

二、作文1題材を豊かに  芥川龍之介「羅生門」   

－、前進のために（「決心のゆくえ」による）  
509  20        ニ、作文之作文の学習の進め方（暮く・謙み合う・まとめ）   
511  21   －、作文8作文を暮く   
518  22   －、放送   
515  ヰ7作文を読み合う  

作  （放送）書見の♯暮  

文  国木阻独歩「春の▲」  

「明治百年」にちなんで  

誅   5月19日研究傾虞  
2一般の人々の丘   
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暮  

519  28  ニ、この本を読みませんか  
⑩   

520  2丁  －、放送を聞く意見のキ重・うずまき   
522  28  －、どの本が通しているか   購読暮感想文・株概国暮  

（放送）会議1肘旛（1）   

526  30  テスト   フィリップ「小さき町にて」   

529  31   49作文  

ー、談話要旨  （放送）会議・肘＃（2）   

531  32        ニ、発表「私の好きな歌」  堀辰堆「妻への手紙」   

¢01  33   －、「毘根の上のサワン」1   
※  
心  
什  50朗読単元の進め方  
を  （放送）司会のしかた   

味  ゴーゴリ「▲J   

わ  

つ   

¢10  40  

612  51学習妃録捷出予告  
813   （放送）司会のしかた   

815  43   －、「洪ちやん」発凛（事大・十・七・－り＼■九・三■四グループ）   太宰治「書嶽百景」  

44   －、「屋根の上のサワン」まとめ 肥録まとめ  
ー、学習把録・目次の作り方について  

817         45      ニ、採点震について  
三、各自でまとめる   

819  48   
－ 

52学瞥記録欄出指示  
、 （放送）正しい発音   

ニ、学習記録を新しい段階に進めよう  マルタン・デュ・ガール  
伝  rチポー豪のジャック」  

だろうか、なぜこの文章がこのような形で書かれたか）   
把   

822  48  
三、話を聞いて、筋を書く  
四、「パール・バック」の伝肥を書いた動機を考える   
－、読んだ本、読んでいる本の五行感想を暮く  

823  49  作  
824  50   ー、ともだちの作文に学ぷ   

文  （放送）朗読   

ー、読書をすることの意味（よさ、楽しさ）  828  52  捷  マルタンtデューガール  

議書について」を読む   「チボー専のジャック」  

－、「読書について」の学菅のねらい  
暮  6月30日研究操業   

－、この本読みませんか（スピーチ）  
①  

三、本で本を読む   
705   

708  58   －、「ひとりともしぴのもとに」徒然草十三段  
送を聞く  

707  57  －、王休みの読書計画のために  
練  

了08  58  －、もっと図書圭の本を知ろう 読書の範囲を広くしよう  
暮  54ま休みの読暮  

711  59  ニ、記録のまとめ   （放送）朗蹟（8）  

⑫  コナン・ドイル「シャーロックホームズ  

712  ¢0  －、テスト評  の官険」  
ニ、「護暮の楽しみ」を読む   7月14日研究授業   

714  ¢2  ー、ともだちはどんな本を読む計画だろう  「いろいろの本の活用」  
ニ、本で本を読む   

718  63  －、王休みの学習準備  55 夏休みの学習   

－、宿題の提出  
902  64  晋  

字  56ニ学期の予定  

906  66   ー、習字3行暮体で都道府県名を書く   （放送）ことばとわたし  

－、♯晋「明るく、いきいきと話す」  モー／くッサン「くびかざり」  

908  87         ニ、話題を求めて1「新聞の記事」を沈む   
912  88   ー、詩境を求めて1「新聞の記事」を内容をまとめながら読む   57「私の決心」から   

－88－   



－、桔題を求めて2「若戸大橋」を読み話題を拾う  
913  89   （放送）根拠に基づいて指す  

※  
上田秋成「菊花のちぎり」（雨月物語）   

、書き取り  

914  70  
且  

を   58インタビューの実演  

918  71  （放送）養った無音   

め  ガルシン「熊」   
て   

921  74   ー、文法（テープで白骨）   
922  75   ー、文法（テープで自管）   

ー、インタビュー∵実習  59用材集め週間・作文  
925  7t事           ニ、インタビューを聞いて感想を述べ合う  （放送）税明のしかた   

皇生犀星「幼年時代」   926  77   －、インタビュー 実習     ニ、インタビューを聞いて感想を述べ合う   
－、作文（感想や意見）学習の進め方  

927  78   
－、糧材の発表（続き）  

928  79        ニ、読暮感想文の発表   
－、ペン習字・ひらがなの練習  

929  80        ニ、ペン字で形を整えて文♯を暮く   
1002  81   一、作文  ¢0国暮館  

1003  8之   －、作文   （放送）鋭明のしかた   

100ヰ  旦旦＿．．   －、作文を読車扱…町¶。仙棚 魯迅「阿Q正伝」  

一〟山肝【▼ 

－、もう少し書き加えよう一五行感想  
100¢  85  ニ、放送を聞く  

作  

1009  86  書迅「阿Q正伝」（2）  

眈  
暮  10月12日研究棟業   

1011  88  「間難解決のための洗書」   
三、読暮生活の記録  
－、この本読みませんかおもしろくて（励まさ  

1012  89  れる・考えさせられる・慰められる）本  

二」乱境は人をつくるものか／環境は人を変えるものか   
1016  90  読書   62練書生清適償発刊  
1017  91  読書生活の記録漏示  
1018  92   作文   （放送）語句をゆたかに  

1019  93   作文   三島由紀夫「孔書」  

①統暮ノート  

1020  94  
95  

1021  田  －、放送を聞く   
1023  97  テスト  63  

ー、「古典に親しむ」学習の進め方  （放送）ものの青いよう   

1028  98   バルザック「知られざる傑作」   
1027  99   ー、「蘭学事姶」を読む玄白に学ぶこと   

ー、読書生活の評価  84 読書週間  

1031  100            二、「蘭学事始」を洗む玄白らの研究方法は  （放送）掠を味わう   

1101  101   －、テスト評   井伏■ニ「集合自動車J  

1108  103  1102  102   ー、学習記録のまとめ       蘭学事始・よむ・結し合い  65学習配線捷出指示  
1107  104   蘭学事始・発表   （放送）共通謄と方言  

1113  105   蘭学事始・まとめ  86読書  
－、朗読「那須与－」  （放送）共通梧と方言   

1114  10¢        二、この文章が古来愛されたのはなぜだろう  ロマン・ロラン「ジャン・クリストフj  

③  

11月17日研究操業   
「暮くために耗む」   

67文♯「芽ぐむ」2号  

（放送）牧内放送   

ロマン・ロラン  
「ジャンークリストフt（2）   

－89－   



1124  112  他  

れ   68 自習の手引き  

1127  11ヰ  （放送）敬梧  

三、「徒然草」を読む2  井上靖「棲≠」   

る       1128  115   テープ1   

1129  116   テープ2   
1130  117   テープ3   

徒然草3 －、r木のぽり」に似た結  
1之04  118         ニ、「馬のり」の教訓  

三、「堀池の僧正」の結びの文   

1205  119   徒然草4 －、「馬のり」の教訓     ニ 
、「堀池の僧正」の結び   

徒然草 －、「馬のり」の趣旨  
1之06  120         ニ、「堀池の僧正」をこう結ぶ・ことばの比較   
1之0丁  121   テスト   

69読書・古典  
1212  123  1211  122   徒然草  （放送）賞間と応答  
1213  124  放送   梶井基次郎「城のある町にて」  
1214  125  記録まとめ   （紹介）徳島県昔楷「山父の悟り」  
1215  126  テスト評   

1218  127   読書   70学習記録提出指示  

1219  128  民音の資料を読む   （放送）発しい金括  

アンデルセン「自伝」  
練 書  

⑯  1月30日研究授業「本で本を読む」  

1221  130  ニ民轄を聞く。  「本へのいろいろの親しみ方」   

三民話劇を暮いている木下氏は、宇野圭吉括り聞かせ  
「日本の民話」についてどう考えたと患うか、発表し合う。  

109  131   71読書生活の記録指示  

110  132   作文2「芽ぐむ」で意見文学習   （放送）声の無情   

作  チエホフ「シベリアの旅」  

112  134   作文4・意見文を書き合う   
文   72  

11了  136   作文2 暮く   （放送）劇のことば  

118  137   作文8 書く   中島敷「名人伝」  

119  138   放送・読書 扶書生活の記録   

ー、洗暮会のいろいろ   73  

122  139  ニ、私たちの練暮会   （招介）壇∴福士幸次郎・武者小路実篤  

三、饅暮生活の記録を整える   （放送）劇のことば（2）  

読  森鴎外「護持院ケ原の散村」  

124  141  読書 読書会   

暮  1月26日研究授業   
読書会A   

128  144  ⑯  
二、読暮会（司会大村）あすなろ物措   

129  145  －、読書会（司会 大村）あすなろ物語   74（放送）文学鑑賞   

131  148  －、統暮会（司会 大村）フランダースの犬について   カミュ「誤解」  

201  1ヰ7  －、読書会（司会 大村）このあとの進め方   
202  148  放送   
149－152欠   ※1  75（放送）文学鑑賞（2）   

事  谷峨潤一郎「母を恋ふる妃」   

旨   7打返事」  

213  155   妖暮（謙暮会B）   （放送）文学の鑑賞（3）   

－、鮎太をとりまいている人々  メリメ「マテオ・フォルコーネ」  
之14  158  

（どういう人・鮎太に及ぼした影響）   ⑥   

続                     215  157    ー、鮎太をめぐる人々 誅暮会（B）の進め方   

217  158  －、話し合いの練習  
ニ、話し合いの準備   

219  159  ■  77（放送）改まったあいさつ   

220  160  

⑯  
安岡半太郎「海辺の光長」  

223  161  2月19日研究授業読書会A／B  
228  182  パネル2   78続暮感想文集  
227  163  まとめ   （放送）結しことばの特色   

228  1¢4  感想文集   カフカ「変身」  
229  185  ことわざ   

301  166  放送   
306  187  テスト  79 学習配線提出指示   
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308  168  学習記録まとめ  （放送）話しことばの特色（2）   

311  169  作文  80  

312  170  亜   （放送）ことばのうつりかわり  

313  171  テスト評   マン「トニオ1クレーゲルJ  

314  172  訣l  （紹介）春暁  

暮t  3月16日研究授業「読書生活記録J  
⑰l  

68年鹿3年E組  学管内容  通償・その他   
410  山  私の目   朝   81「美しい結し方」  

411  2   （放送）三年生のことばと生活   

413  3     まのきまり2   漱石「坊ちやん」  

416  4   段落のつながり・文の組み立て  82  

417  5   文末表現   （放送）まとめて准す   

418  6   単語のいろいろ   漱石「坊ちやん」（2）  

L＿ と  ⑧  
ぱ  

423  g   単語のいろいろ  83通庸の活用  
の き  （放送）時Ⅶを考えて   

ま  シュトルム「別離」   

り   

暮l   

501  13   助詞・助動書司  朗読暮生活の記録  

502  14   措句の意味と用法   （放送）意見の主張   

506  15   悪文のいろいろ   志賀直哉「漬兵衛と乱筆」  

507  16   文体の観察   （診  

508  17   －、「読書論」を妖む 天野鼻緒■梅樺忠夫・加藤周一  85読書生活妃録チェック予告  
耗  （放送）根拠を考えて聞く   

暮  ショーロホフ「こ馬」   

510  20  5月10日研究撞兼「読書論」   

514  21  －、r扶暮輪」を洗んで意見を言い合う   88見学とメモ  

515  22  テスト   （放送）文集を聞き取る   

518  23  旅行の   めに   国木田独歩「武蔵野」  

5蔓1，  87読書記録  
528   （放送）会繍・討議   

529  28   テスト評   ビョルンソン「アルネ」（1）  

530  27  

※  

¢03  29     まと生活④自由討議の準備   88（紹介）藤原定・村野四郎、辞  
l＿  （放送）会繍・肘離   

805  31     由討旛   ビヨルンソン「アルネ」（2）   

と  

807  33  放送・作文   

ぱ  89（紹介）有島武郎  

－、六月の読書のめあて・方法  （放送）司会のしかた   

伝」を聞く  島岬藤村「藤村特集」  

生  
と   6月14日研究授業「批判的に鋏む」   

「主体的に読む」   

813  37  暮  

活   

817  39  練暮 －、自伝の捷を、よく伝えているところ   90作文虎材♯め  
／伝えていないところ   （放送）司会のしかた   

¢18  40   こと  まと生活⑩－、バズ●セッションの準備   田宮虎彦「絵本」  

819  ヰ1   テスト   
820  ヰ2     ズ●・セッション   
621  43   亡  ノポジューム準備   
44－48欠  

了01  49  敬  別学習記録提出指示  

持   （放送）朗読（1）   

705  51  テスト   松本清積「或る『小倉日記』伝」   

了08  52  胱暮－、「私の読書法」を統む いろいろの立場で  92学習把録捷出指示  
709  53  （放送）朗鰊  

学習記録の提出  エルゾーグ「アンナプルナ登頂」  

710  54  －テスト絆  

－、「私の旗暮法」を搬んで・発表会の準備   7月12日研究授業「批判的に洗む」  

711  55  一、「私の洗暮法」を読んで それぞれの立場から   「問題に対して」  
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統  

ニ、「私の読書法」を読んで  
712  56   書  内容の紹介いろいろの立場からの発見  

三、八種類の立場の文章について、共鳴、小さな発見、  
⑳  

ー、本の紹介  
718  57  ニ、E租でし残したこと二つ（批判力のために■作文）  

三、「私の読暮法」を読んで  

－、読暮生活の妃録のこと  
717  58  ニ、読書感想文のこと  

三∴■休みの学習について  

－、学習の能率をあげるために  

903  59   
ー、放送「ことばとわたしJを聞く  朗読暮生活の妃録捷出指示  

括   （放送）こねばとわたし  

「万葉集」より   

旬 の 意  別語句のプリント  

913  ¢3   －、帯旬（発表）聴旬の意味と用法   （放送）牧内放送   

魯迅「故郷」  

95「作文の趨材」から  

味 と 用 法  （放送）整った説明  

－、拝句（発表）  ドラ・ド▲ヨング「あらしのあと」（1）   

919  66        ニ、放送を聞く（亜った説明）  
三、作文 租み立てと書き出し   

g20  87  読書   
92ヰ  68   98あたりまえのことを確実に  

925  t柑   －、実力テスト   （放送）研究発表  

－、ことばの発表  ドラ・ド・ヨング「あらしのあと」（2）  

92¢  70        二、r正岡子規」をよむ教養と賭題2   
－、発表  

927  71        ニ、正岡子規の偉大さ   
－、尭凛  9丁  

※  （放送）文学鑑賞  

三、自分の予定ですすめる・正岡子規の偉大さ  早船ちよ「キューポラのある衝」   

救   
兼 を  

－、自分の予定で  
高 め  

る   98  

－、放送を聞く「キューポラ」  （放送）文学書賞   

1009  7丁       6  ゴッホ「ゴッホの手紙」   

Ⅱ   

山崎さんに見られる研究精神（芹沢）、他11人   

1014  79  －、発表2 みかんと自分（深水）  99作文六編  

朝食ぬき（金子）他8人  （放送）ことばの意味と用法   

1015  80  ー、発表3 山崎にみる研究の精神（杉山）  永井龍男「黒いごはん」  
クララシューマンの努力（吉本）他12人   

－、発表ヰ 一つの意見（土星）  
1016  81         ニ、復習（語句について）  

三、テストについて   

1018  82  テスト   

－、復習（ことばのきまり）  100  

1021  83   （放送）ことばの意味と用法   

1023  84   ー、古典1（「古典lこ学ぶ」をよむ）   ヘッセ「車輪の下」  

－、学菅の進め方  
1024  85        ニ、ま草を読む   
1028  88   テスト評   
1029  8丁   沫  10け若い人の読書について」  

1030  88  洗暮2   （放送）さまざまなことば  

暮  野上弥生子「哀しき少年J  

1101  90  就暮4   11月1日研究授業「読書論」  
1104  田  

⑳   

102r書少年と読書の習慣」  
1105  92  （放送）敬語（1）   

－、ある統計を見て‥わたしはどこにいるか  モー／くッサン「ジュールおじさんJ  

1108  93        ニ、r奥の細道」の冒頭を耗んで   
－、暗踊「奥の細道」  

※  

－92－   



ー、暗踊  
1108  95  古  

三、俳句を味わっ   

典  103  

1112  98  
に   

（放送）敬儒   

、暗頭  ゴーゴリ「検察官」   

1113  9丁  

学   
111ヰ  98  

ぶ  、 
1115  99  
1118  100   ー、「日本の美の伝統」より「枕草子」を読む  104  

（放送）面接と応対  1119  101   古典（発表「－」という俳句を次のような口括詩にしてみまし   102   た）   ゴーリキー「検 
察官」（2）   

1120  103   －、復習1（敬語の種類と使い方）   

1121  104   －、復習2（文の成分）   
1122  105   －、復習3（付1賄）   

1125  106   －、「日本の美の伝統」から1「枕草子」など古典を挟む  105学習記録提出指示  
1128  107   実力テスト   （放送）面接と応対   

「日本の美の伝統」2  ルイ・エモン「白き処女地」（1）  

1127  108  ー、暗礪と朗読（枕草子冒頭）、  
ニ、源氏物語の一節を耗む  
三、「日本の美の伝統」を読み取る   

1128  109   実力テスト   
1129  110   伝統3 槍括自習   
1202  皿   テストについて  106学習記録棲出補足  

ー、「日本の集の伝統」を読む・要旨をまとめる  （放送）日本精の特色（1）   

1203  112   統暮1   ルイ・エモン「白き処女地」（2）  

1204  113  

1205  11ヰ  統  

1209  115  107  

暮  
と違うところ、新しく加えられる考えを見つけ  西廿「長刀はむかしの鞘」  

1210  116    読書  12月13日研究捜業「謙暮論」   
1213  119  兢暮 前時の発表   
120－130欠  

120  131   108  

※  （放送）   

故  ウイルダー「長い冬J   

郷   

12ヰ  135   

138－140欠  

203  141   109復菅指示  
古  （放送）   

典  復習  井上叶「天平の暮」1   

206  144   

207  145   

146－152欠  

228  153  「文責教室」を挑む  
305  154  

308  155  スライド 近代文学総論  
307  156  

308  157  統暮近代読者詭  
309  158  

315  159  文集「芽ぐむ」  

－93－   
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